
　苫小牧港は、西港区と東港区
からなり、海岸線は苫小牧市か
ら厚真町までの約24km。港湾区

域は約1万4300ha。札幌圏、新
千歳空港に近接するなど、地理
的な利便性が高い交通の要衝に
立地している。北海道の海の玄関
口として、カーフェリーやRORO

船、内外航定期コンテナ船など、
多数の船が行き交う。臨海工業
地帯の中核を成す港湾でもあるが、
砂浜と原野を切り開いて構築した
という建設の歴史がある。

交通の要衝に立地
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わが国初の掘込港湾

北海道最大の国際拠点港

苫小牧港
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　苫小牧港・西港区は苫小牧
市にあり、わが国で初めて内陸
部を切り開いて港湾を建設した。
江戸時代末から明治期にかけて

「樽前浜」と呼ばれていた、イワ
シ地引き網漁でにぎわう砂浜と
原野を切り開いた。そのきっか
けとなったのが、地引き網漁か
ら沖合漁への転換を望む声の高
まりで、勇

ゆうふつ

払川河口を利用し
た漁港づくりが始まった。1924

（大正 13）年、北海道庁技師の
林千秋による「勇払築港論」を機
に、勇払原野・苫小牧の豊かな
将来性が認識され、1951 年に本
格的な苫小牧港建設がスタート。
1952 年に策定された苫小牧工業
港修築計画概要に基づき、漂砂
対策用の防波堤（東防波堤、西
防波堤）と長大な水路で構成す
る掘込港湾が建設されることに
なった。

　1960 年から、内陸への掘り込
みが開始され、掘り込み面積は
約 400 万㎡に及び、掘削・浚渫

した土砂量は約 7500 万 m3 に達
した。完成後、臨海工業地帯の
開発拠点となった。
　2018 年、土木学会は苫小牧
港大規模掘込港湾施設を「選奨
土木遺産」に認定した。

一方の苫小牧港・東港区は
苫 小 牧 東 部 地 域にあり、1 万
0700ha もの広大な開発用地を
背後に持つ。1969 年策定の新
全国総合開発計画（新全総）に
盛り込まれた大規模開発プロ
ジェクト構想のうち、大規模工
業開発地域の候補地の一つの

「苫
とまとう

東」として進む「苫小牧東部
工業基地開発基本計画」に沿っ
て東港区は整備された。1976
年に着工し、1 年間に 1.6km 延
伸された東防波堤のように、驚
異的なスピードで各施設の工事
が進む。着工から 4 年後の 1980
年に供用を開始する。ただ、苫
東計画策定直後のオイルショッ
クなどにより、重厚長大型企業
の専用港的な位置づけから西港
区と一体となった流通港湾へと、
目指す姿が変化している。西港

区にあった国際コンテナターミ
ナルが移転してきたほか、バル
ク貨物船やフェリーが利用する
耐震性能を有した岸壁整備事業
が進められている。

　苫小牧港には、国内外の定
期 航 路が 2024 年 5 月 現 在、 週
115 便近く就航している。中長
距離国内定期航路数は全国 1 位
で、総取扱貨物量は 1 億 t を超
え、全国3位（2023年）。国内貨
物に限定すると、全国1 位となる。
取扱貨物の約 3 割をフェリー移
出貨物が占め、その半分は野菜
や畜産品などの一次産業製品と
なっている。コンテナ輸出貨物
は、自動車部品、水産品、紙・
パルプの順に多い（2023年）。
　フェリーによる移入貨物は日
用品や加工食品、宅配便など道
民生活に直結する貨物が 4 割以
上と、道民生活を支える港湾に
位置づけられている。RORO 船
は 11 の定期航路があり、週 44
便が就航。道内を走る乗用車、

土木史に名を刻む

荷役作業の効率化へ

全国トップの定期航路数
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トラックの多くが苫小牧港で陸
揚げされている。

そのRORO船の多くは現在、
西港区本港地区にある西ふ頭を
利用する。苫小牧港建設初期
から利用されてきた岸壁のため、
西ふ頭は背後地が狭く、RORO
船貨物のシャーシヤードが分散
し、一般車両と交雑しやすいと
いう課題を抱えていた。そこで、
老朽化した公共上屋を解体して
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道民の生活を支える

背後地を拡幅する事業が行われ
た。今後は、点在しているシャー
シヤードを統合して荷役作業の
効率化を図るほか、RORO船な
どの入出港をサポートするタグ
ボートの大型化に対応する船だ
まりを汐見地区へ整備を進める。
　2017 年 5 月、 苫 小 牧 港を含
む道内の 6 港湾管理者らが策定
した農水産物輸出促進計画が
全国で初めて国土交通省から認
定され、汐見地区では屋根付
き岸壁が整備された。スケトウ

ダラなど水産物の輸出促進が狙
いで、鳥害や日射を防ぐことに
よる水産品の品質確保や防風
雪での漁業者の就労環境改善
などの効果がある。
　東港区には道内のコンテナ貨
物の7割以上を取り扱っている
国際コンテナターミナルがある。
また、国家石油備蓄基地、オイ
ルバース、貯炭場など、エネル
ギー関連施設・企業が集まって
いるほか、自動車関連やリサイ
クル関連なども立地している。
　東港区浜

は ま あ つ ま

厚真地区で現在進
んでいるのが、バルク貨物やフェ
リーが利用する周

しゅぶん

文ふ頭岸壁の
増強事業だ。耐震強化岸壁とし
て整備するとともに、連続バー
ス化を計画している。既存の周
文ふ頭2号岸壁（水深9m、延長
270m）の沖側に「1号岸壁」とし
て水深9m、延長270mの新バー
スを建設中。港湾施設用地と
して約 2.3ha の造成も行う。

社会情勢に応じた整備が進む



Tomakomai port

■ 取扱貨物量の内訳 ■

■ コンテナ貨物取扱量推移 ■

ドライバー不足に対応
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次世代エネルギープロジェクトが集中
　苫小牧港はエネルギー関連産業が集積するとと
もに、発電所や製紙工場が立地しているという特
長を生かして、複数の次世代エネルギーの供給拠
点づくりが進む。その一つが水素エネルギーの製
造・供給施設の配備計画である。発電時に二酸化
炭素（CO2）を排出しない水素は天候に左右される
ことのないエネルギーで、資源の調達
先も多様というメリットを持つ。
　その水素との親和性の高いアンモニ
アの「ハブ港」としての構想もある。水
素を運搬する媒体としての利用や、石
炭に混ぜて燃やすことで発電効率を高
める効能があり、海外からの輸入およ
び国内各地への移出拠点としての中継
港の役割を目指す。
　苫 小 牧 港 は わ が 国 で 初 め て CCS

（二酸化炭素の分離・回収・貯留する技
術）の実証実験を行った。現時点にお
いて国内唯一の取り組みで、地中へ
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ʢग़యʣ಩খ຀ߓ౷ܭ೥ใʢ2023೥ʣの貯留だけでなく、回収した二酸化炭素を利用
する CCUS の検討も進んでいる。
　国内各地では港湾活動による CO2 排出の削
減を目指す CNP（カーボンニュートラルポー
ト）形成の動きが始まったが、苫小牧港はその
一歩先を歩みつつある。

　現状は、バルク貨物船と併用

している岸壁のため、フェリー
入出港時には時間調整が発生す
ることもある。利用船舶の混雑

解消を図り、フェリー利用者の
利便性を高める狙いだ。トラッ
クドライバーの労働時間規制に
応じたフェリーダイヤの設定に
も役立ちそうだ。
　2018年9月に発生した北海道
胆
い ぶ り

振東部地震の際には、災害
支援船を受け入れるにあたって
岸壁不足が露呈した。緊急物資
輸送用の耐震岸壁が不足してお
り、復旧に支障を来したとの指
摘もある。災害対応強化の面から、
2バース目の建設に合わせて耐震
強化プロジェクトが具体化した。
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